
●かりゆし諸見保育園とコロニーワークショッ

プ沖縄より「フードバンク」の食料贈呈が行わ

れました。これは社会福祉法人の公益的な取組

みとして、沖縄市社会福祉法人ネットワーク会

議で提案された「フードバンクひとり一品運動」

にご賛同いただいて取り組まれた活動です。か

りゆし諸見保育園の喜屋武央園長より「保護者

へ呼びかけたところ、たくさんの食料が集まり

ました。食事のことや社会のことを考えるきっ

かけや教育にもつながりました」と話されまし

た。また、コロニーワークショップ沖縄の金城

忠彦施設長は「集まった食料を生活の困った方々

が使ってもらえると嬉しいです。呼びかけた時

に職員からはこの取り組みで社会貢献できるこ

とが嬉しいという効果もありました。」と取組

みに対しての想いを話されました。たくさんの

食料をご提供いただきありがとうございました。

●ＮＰＯ法人防災サポート沖縄は、防災・減災

の視点から避難誘導資器材Jinriki（ジンリキ）

を美里と泡瀬の自主防災組織に譲渡しました。

この器材は車いすの前部分に取り付けて、災害

時に避難誘導を行なうための器材です。いざと

いう時に自力避難が困難な方々を、地域住民同

士で共に助け合う地域防災力の充実強化と、高

齢者や障がい者の災害弱者にも住みよく安全な

地域づくりに寄与することを目的としています。

●泡瀬第三自治会（崎山峰生会長）では、毎週

水曜日の午後４時より移動販売車両等による買

い物市を行なっています。第１回目はＪＡのあ

じまあ号、池田食品の豆腐、おっぱ乳業のおっ

ぱ牛乳の車両が並び、歌声サークルの活動が終

わったみなさんが買い物を楽しんでいました。
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かりゆし諸見保育園

コロニーワークショップ沖縄

左より（久高唯文美里自治会長）

（桑江良尚泡瀬自治会長）（長

堂政美防災サポート沖縄理事長）



●１月から市内小学校

からの福祉学習の実施

依頼が社協へ多く寄せ

られます。点字学習や

高齢者体験グッズを使っ

て、当事者の気持ちを

考える体験学習や、障

がいを持つ方の体験な

どを聴く福祉講話など

が行なわれています。

●社協への依頼

が多い活動が高齢

者宅の庭の草刈活

動です。ご自身で

出来ない、家族の

援助が得られない

世帯からの相談が

多いのですが、活

動者がなかなか見

つからないのが現

状です。しかし今

年度よりボランティ

アグループ「ちょっといいひと.ＣＯＭ」が有

償で草刈等の活動を行なっています。費用は１

時間当たり５００円×活動者人数分となります。

草刈以外のちょっとした活動も行なっています

ので、詳しくは社協までお問合せください。
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内 容⇒病院の受付、付き添い、受薬

活動日⇒２ヶ月に１回の受診日

時 間⇒１０時～１２時

場 所⇒中部協同病院

依頼者⇒高齢者（宮里在）

備 考⇒外来受診で、複数の診療科を受

診しますので、その付き添い。

☆歩行状態が不安定であるが、病院内の

車いすでの介助者が不在のため依頼する。

内 容⇒病院内でのつきそい（有償）

依頼者⇒民生委員（久保田地区）

日 時⇒調整

時 間⇒調整

場 所⇒中部徳洲会病院

人 数⇒１名～

☆利用者は８０代女性。単身世帯。病院

まではタクシーで行けるが長距離は歩け

ない。医師より付き添いが必要とのこと。

依頼者⇒市内高齢者サロン

活動日⇒各サロンの活動日

場 所⇒市内各サロン２１箇所

内 容⇒運営の手伝い、準備、片付け、

利用者との交流等

☆高齢者サロンとは、地域で高齢者が、

生きがい活動と元気に暮らすきっかけづ

くりを目指す、地域の人同士のつながり

を深める自主活動の場です。地域への関

心を深め、助け合いを育む地域づくりを

目指して市内各所で実施されています。

中の町小「高齢者疑似体験」

室川小学校

「点字体験学習」


